
新型コロナ「第 11波入り」 5週間で感染者 3倍 「流行意識した対策が大事」と専門家、

でも「マスクは無理して着けなくてもいい」 鹿児島県内 
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鹿児島県内で新型コロナウイルス感染が拡大している。県が週ごとにまとめる１定点医療

機関当たりの感染者数は６月２４～３０日で１５．４２人と、５週前の３倍近くに増加。

厚生労働省の発表によると、全国では沖縄（２９．９１人）に次いで多い。専門家らは「第

１１波に入った」と指摘し、熱中症に注意しながら人混みでのマスク着用や換気といった

感染対策の徹底を呼びかける。  

 

「どの年代でも増えている」と、鹿児島市の国東内科小児科の国東幹夫院長（５８）は話

す。１日に外来受診する約３０人の１割程度が陽性と

いう。熱や咽頭痛のほか、倦怠（けんたい）感や節々

の痛みを訴える人が多い。発熱がない場合もある。 

 県内８９定点医療機関からの感染者報告数は１３７

２人で、前週９３５人の１．４倍になった。１定点当

たりの保健所別では、指宿（２５．００人）、西之表（２

４．００人）、徳之島（２３．４０人）の順に多い。鹿

屋（２０．８８人）、鹿児島市（１９．８３人）も県平

均を上回る。 

 県内科医会の有村公良会長（７３）は「感染力が強

く激増している印象。コロナが流行していることを自

覚した行動を」と訴える。院長を務める同市の大勝病

院でも６月末から患者が急増しているという。 

 暑さで体調を崩しやすい時期。有村会長は体調不良

の際はコロナ感染の可能性も考えて検査するよう呼びかける。「人混みではマスクを着用し

た方が安全だが、屋外では無理して着けなくてもいい。熱中症にも注意を」と助言する。 



 感染症に詳しい鹿児島大学大学院の西順一郎教授は「流行状況は昨夏の第９波と似てい

る。人の動きが活発化し、コロナに対する意識も薄れている。昨年を超える流行になる可

能性もある」と指摘する。 

 ２０２３年５月～２４年１月の国内のコロナによる死者は２万１０００人を超えた。西

教授は「コロナが終わったと思うのは間違い」と強調する。「室内ではこまめに換気し、体

調に違和感があれば食事会などへの出席は避けて。発症や重症化、後遺症のリスクを下げ

るワクチンも有効」と話す。 

 県によると９日時点で、県内医療機関での病床のひっ迫は報告されていない。県感染症

対策課は「引き続き各保健所での注意喚起や基本的な感染対策の周知徹底に努める」とし

ている。南日本新聞 | 鹿児島 

 

 

 


